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和太鼓はいきている 
～伝統を守り、伝統を創る～ 

      vol.３ 2013 年５月 

三浦太鼓店“のれん” 

 この度、三浦太鼓店に“のれん”が出来ました！！今回、のれんの文字を書いてくださったのは、 

おかざき匠の会でもお世話になっている書家の丹羽勁子(にわ けいこ)さんです。三浦太鼓店の雰囲気と

和太鼓の力強さをイメージして、書いてくださいました！！ 

今までは、ご来店くださったお客様に、入口はここでよかったですか？ と聞かれたこともありまし

たが、のれんのおかげで今はもう立派な入口です。毎朝、出勤したらのれんを出すという嬉しい日課が

増えました(^^) 



    今月の pick-up 

 

おかざき匠の会とは？？ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

                                      

 

 

 

   

 

従来、名入れバチ製法と言えば、“焼印”もしくは“レーザー”という手法ですので、なかなか気軽にで

きませんでした(-_-;) 

 そこで！！考案したのがこのオリジナル名入れバチ用の『ゴム印』です！ 印の事は印のプロに聞

け！と、ここ地元岡崎の印章職人である神尾印房さんと連携し、バチに合うゴム素材やインクを考案

しました(^^♪ 

 これさえあれば誰でもかんたん！気軽にオリジナルネームバチを作ることができます！！！ 

 

この人が作っています！！ 

神尾印房 【神尾尚宏さ

ん】 

               
URL  

http://www.taikoya.net/miuranotaiko/original/namestamp.html 

平成１３年に設立された「おかざき匠の会」は、石屋や三河仏壇、花火、和ろうそく、矢、太鼓、三河木綿、

八丁味噌など、３７種４９名の職人・作家などが集う会です。 職種の壁を越えた交流を通し、歴史豊かな岡

崎に今も生きる「匠の技」の伝承と、その技を活かした新たなモノづくりに挑戦しています！ 

私たち三浦太鼓店もこのおかざき匠の会の会員で、現在我らが五代目、三浦宏之が会長を務めております

(^^)  

 

http://www.taikoya.net/miuranotaiko/


  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ある日、お客様から、キレイな“舞鼓”の飾れるくらいのサイズがあったら

いいなぁ。という声を頂きました。 

  ならば！！！作りましょう！！！ 

試行錯誤を繰り返しこの度、完全ミニチュアモデル“飾り舞鼓”が誕生しま

した！  

 ミニチュアと言っても本物舞鼓同様の製法、素材、クオリティで製作。 

 もちろん叩けばよい音を奏でてくれます！胴には色鮮やかな友禅和紙を

使用し、繊細な質感とデザイン性を実現しました。 

太鼓ができてみて、これっもしかして子供が担いだらカワイイんじゃな

い！？  と、ふと思い・・・ 

急遽、六代目の姪っ子、みくちゃん 3 歳にモデル撮影を依頼したところ、

こんなかわいいことになってしまいました(/ω＼) 

オリジナル舞鼓の完全なミニチュア版なので、小さなお子様なら担いで叩

くことも可能です！！ 

太鼓を飾るのに必要なもの！！それは何といっても台！！ 

今回、飾り舞鼓を置く台の製作を地元岡崎の女性石職人で

ある、上野梓さんに依頼しました。女性ならではの視点から完

成したのが、この桜を彫ってもらった石の台です(^^♪ 

お客様によっては、台に名前を掘って

欲しいという方も。名入れ代は別途

3,000 円となっております!! 

 

【各メディアにも取り上げられました！】 

この度、飾り舞鼓発売時に Yahoo!ニュース

や愛知経済新聞などのメディアに取り上げ

ていただきました(^^♪ 

これからも何事にも積極的に、新しい事に

チャレンジしていきたいと思います！！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会場では東日本大震災被災地の岩手県陸前高田市で、津波到達地点の延長 170km に桜を植える活動を進め

ている NPO法人「桜ライン 311」への募金が行われました。当日、桜ライン311代表理事の橋詰琢見氏ら２人も会

場に駆けつけてくださり、協力を呼びかけました。その思いが伝わり、当日26万1,572円、更に前日のイベントの募

金 15 万 6,508 円と、合わせて 41 万 8,080 円もの募金が集まりました。みなさまのご協力のおかげです。本当に

ありがとうございました！！  

 

舞台上で協力を呼びかける

橋詰琢見氏 

3月31日(日)に岡崎公園二の丸能楽堂で行われた、第7回 桜まつり太鼓フェスティバルが大盛況のうちに

終了することが出来ました(#^.^#)！！午前中はパラパラと雨が降ってきましたが、午後からは晴れ模様！桜も

満開で、絶好の太鼓日よりとなりました(^^♪ 

まだ少し肌寒さが残る中でしたが、客席は満員御礼！！太鼓を見に来てくださった方や、お花見ついでに覗

いていってくださった方々で大変な賑わいでした(^^)！！ 

どのチームも気合十分！！ 

日々の練習の成果を存分に発揮して

いました(^^) 舞台袖には次の出演

チームが控えていますが、みなさん少

し緊張気味です！こちらまで緊張して

きてしまいます((((；ﾟДﾟ)))) 

第７回の桜まつり太鼓フェス

ティバル、無事終えることができ

ました。募金も本当に多くの方々

にご協力を頂きました。 

これも皆さまのおかげです。本

当にありがとうございまし

た！！第８回第９回と、これから

もよろしくお願いいたしま

す！！m(_ _)m 



                                   

  

 

 皮づくり その３  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

太鼓の胴に皮を張る際、皮にロープを掛けて引っ張ります。そのロー

プを掛ける箇所をつくる、“クダ付け”という作業を今回紹介します。写

真のように刃物で皮に直接切れ込みを入れて、そこに樫(かし)の木で作

ったクダを取り付けていきます。この箇所は後に、皆様おなじみの太鼓

の耳になる部分ですね。 

皮を張る際、非常に強い力で引っ張るので、クダ付け部分を糸で補強し

ます。写真のように、クダに巻きつけるような形で糸を縫っていきます。

こうすることによって、強い力で引っ張られても皮が裂けることなく、し

っかり張ることが出来るのです。 

クダ取り付けの様子 

クダに巻きつけるように縫う 

 一つ一つの作業が、完成した時の“音”に大きく関係してきます。活き

た和太鼓の音を届ける為には、どんな作業でも決して手を抜く事は許され

ません。 

次回は、本張りをする前に一旦太鼓の形に伸ばす “仮掛け“（かりがけ）

という作業に入ります。油圧ジャッキで皮を張っていく様子を紹介したい

と思っております。次回も是非、ご覧ください！ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！編集長の朝倉慶介です(^^) 

近頃、夏のように暑くなったり、冬に戻ったか

のように肌寒くなったりと気温の変化が大きい

時期ですが、みなさま、風邪にはお気を付けて

ください！ 

この太鼓店新聞も皆さまの温かい目に支えら

れながら、何とか第３号を出すことができまし

た。今後も、三浦太鼓店をもっともっと知って

いただくため、より良い新聞作りを目指しま

す！！ 

 さて、今回の pick up のコーナーでは、おか

ざき匠の会メンバーとのコラボ商品を紹介させ

ていただきました。みなさん、おかざき匠の会

をご存知ですか？本誌でも紹介させていただき

ましたが、様々な職人や作家さんが入会してい

る会で、何といってもみなさん頭のいい人ばか

り！頭の回転が速く、そして仕事が早い！！新

人の私は、毎日が勉強でついて行くのに精一杯

です(+o+) そんな中、うちの六代目、次は誰と

コラボしようかと日々獲物を狙うような目で次

なるアクションを伺っております(^^) 実は、

以前にも何度かコラボが実現していまして、八

丁味噌の古い味噌桶で桶太鼓をつくったり、草

木染めの職人に太鼓の皮を染めていただいた

り。そして現在、まだ商品化まではいっていま

せんが、新コラボ商品を開発中で・・ 

さてさて次は誰とのコラボが実現するのでしょ

うか！？？これからもおかざき匠の会とのコラ

ボに乞うご期待！！ 

 次号もよろしくお願いいたします(^^) 

 

＜購読無料＞ 

この新聞は不定期で発行しております。           

購読ご希望の方は HP の三浦太鼓店新聞

請求フォームからご請求ください。 

URL  http://www.taikoya.net/sinbun.html 

 

 

〒444-0072 岡崎市六供町杉本 32-2 

株式会社三浦太鼓店 
TEL(0564)21-2271 FAX(0564)21-2272 

E-mail  info@taikoya.net 

URL    http://www.taikoya.net/ 
発行責任者：朝倉慶介 三浦史帆 

 

 

 

 

 

 

三浦太鼓店 HP 

http://www.taikoya.net/ 

６代目ブログ「和太鼓と生きる」 

http://6daimeyaichiblog.blogs

pot.jp/ 

三浦太鼓店facebookページ 

http://www.facebook.com/mi

urataikoten 

第２回  ○えん～ひとつの太鼓から～ 

 

2012年に神奈川県で行われた第 1回から早 1年半。 

2013 年、この岡崎の地で第 2 回が開催されます!! 

愛知県からは、和太鼓塵輝 jinki，松平わ太鼓，零

～ZERO～。神奈川県から和太鼓 蓮。東京から和太

鼓グループ“彩～sai～”。そして、遠く離れた岡

山県から備中温羅太鼓が参加！全 6チームの夢の

共演をお楽しみに！！！ 

 LIVE情報やチケット情報等は随時、HPで更新し

ていきます！     ※HP は下記アドレス参照 

 

日 時 ： 2013年 9月 15日(日) 

会 場 ： 岡崎市民会館大ホール TEL(0564)21-9121 

〒444-0072 愛知県岡崎市六供町出崎 15番地 1 

時 間 ： 12:00開場 13:00開演 

チケット： ￥2,000  

お問合せ: 三浦太鼓店 TEL(0564)21-2271 

和太鼓零～ZERO～HPアドレス

URL:http://www.wadaikozero.com/ 

mailto:info@taikoya.net
http://www.wadaikozero.com/

